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審 査 結 果 の 要 旨 
現在，口腔内微生物は 700 種以上同定されており、その中で歯周病と強く関連する 3 種の菌
Porphyromonas gingivalis(以下 Pg 菌)・Treponema denticola（以下 Td 菌）・Tannerella forsythia 
(以下 Tf 菌)は『Red complex』と称されている．近年，歯周病と 2 型糖尿病との関連についての報
告がある．歯周病と関連する口腔内微生物と，2 型糖尿病の病態である糖代謝異常および肥満との
関係は明らかにされていない．このため，申請者は健康な日本人コホートにおける糖代謝異常およ
び肥満と，歯周病と関連する口腔内微生物 Red complex との関連を検討した． 
研究の対象者 222名は, 2013年 4月～2013年 11月の総合健診受診者からランダム選出した（年
齢 52.0±11.2 歳、空腹時血糖 4.6±9.3mg/dl、BMI 22.1±3.0kg/m²）．選出の除外基準は①糖尿病
治療薬内服中②歯牙 10 本以下③妊娠中④悪性疾患罹患中⑤現在喫煙している⑥抗生剤内服中⑦歯
科治療中⑧インスリン治療中⑨ステロイド治療中とした．Pg 菌，Td 菌，Tf 菌の存在診断は，滅菌
スワブにて両頬粘膜を擦過して口腔内微生物の gDNA を採取し，Taqman® PCR にて菌種特異的
配列の増幅を確認した．歯周病の指標として歯肉溝滲出液の採取も実施し，ELISA にてα1 
antitrypsin と lactoferrin を測定した．統計解析として 2 群間の有意差は t 検定およびカイ二乗検
定で検討した．  
Pg 菌・Td 菌・Tf 菌の陽性率はそれぞれ 46.8％，58.6％，73.9％，Red complex の保有数は 1.79
±1.09 であった．Red complex 保有数が 2，3 の被験者では歯周病罹患比率が高値であり，既報と
同様の結果であった．Td 菌または Tf 菌を保有している被験者では歯周病罹患率が有意に高かった．
Td 菌または Tf 菌保有被験者では 1 日の歯磨回数は有意に少なく，Pg 菌保有被験者は年齢が有意に
高かった． Td 菌または Tf 菌保有被験者では BMI と腹囲が高い傾向にあった．空腹時血糖値及び
HbA1c は Red complex の保有数や Pg 菌，Td 菌，Tf 菌との関連は見られなかった．Red complex
の保有数と BMI または腹囲の関連を共分散分析により検討した．この結果、BMI または腹囲は，
空腹時血糖・インスリン・性別・年齢・喫煙歴・歯周病の有無・一日の歯磨回数とは独立して Red 
complex の保有数を規定する因子であることがわかった． 今回は糖代謝を空腹時血糖と HbA1c の
みで評価したが，今後は 75gOGTT でより詳細な評価をすることが必要と考えられた．また，歯周
病診断も今回は歯肉溝滲出液中のα1 antitrypsin と lactoferrin により行われていたが，より正確
性を追求する為には歯科診察にて行うことが必要であると思われた． 
以上が本論文の要旨であるが，健常日本人において BMI と腹囲は Red complex 保有数と関連
する，つまり腹部肥満は歯周病原因菌と関連することを明らかにした点で， 医学上価値ある研究
と認める． 
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